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架け橋期のカリキュラム作成・取組を始めて４年目となる九沢小学校。今年度も

年間を通して連携事業が計画されています。 

生活科に加え、今年度は算数科における架け橋期のカリキュラムを作成しようと、

１回目の幼保小連携教育推進会議が行われました。 

 

 

 

令和６年度 幼保小連携事業日程 

６月 幼保小連携教育推進会議 

（授業参観・情報交換会①） 

幼保小連携研修講座 

７月 保育体験・情報共有 

11月 幼保小連携教育推進会議 

（授業参観・情報交換会②） 

１月 なかよし集会 

（１年生と園児の交流会） 

２月 保育参観・情報共有 

幼保小連携教育推進会議 

（年間計画調整会議） 

随時 園児校庭遊び・授業参観等 

 

先生のみかんと 

あわせると… 

３と３だから…６？ 

先生！あのね… 

まずは、算数科の授業参観。先生手づくり

の果物カードを操作したり、友達と教え合っ

たりしながら、「あわせていくつ」を考えまし

た。自分が考えたことをどんどん話してもよ

い、間違えても大丈夫という安心感のある雰 

 

小学校の夏休み期間を利用して、先生方が連携園

へ保育体験に行きました。 

囲気の中、子どもたちが自分の言葉で伝える様子が見られました。 

その後は情報交換会。「グループ活動を取り入れてみたら、意外にできて驚きました。」「園でも、子ど

もたち同士で話し合いをします。園長に自分たちで交渉することもありますよ。」「ぜひ、園での取組や学

びをつないでほしいです。」「あのときの対応はどうしてなのか聞きたいです。」など、授業で見られた子

どもたちの姿から、対話を通して相互理解を深めていきました。また、「１０の姿」の１つである「数量や

図形、標識や文字などへの関心・感覚」について、各園へ、育てたい子ども像、活動展開や学びのプロ

セスを深めるための工夫などを聞き、架け橋期のカリキュラム作成に向けて話し合いました。 

 

裁縫・調理・お絵描き・割り算など、様々な活動を

する子どもたちの中に、一緒に活動したり、園庭で汗

いっぱいに動き回ったりしている先生方が。「すごい

なあ。学校での姿は、こういうことだったのか。」と、一

人ひとりのよさを引き出そうとする園の環境づくりに

驚き、感心していました。 

 例年、１学年担任と異動してきた先生方が保育体験

をするとのこと。全職員が園を知ること、“施設見学”

ではなく“保育体験”をすることが、連携を継続させる

組織的な仕組みにつながっていることを感じました。 


